
1 単位数 4

リベラル
アーツ

必修選択 必修

回

1

～

30

テキスト・教材・参考書 成績評価の方法・基準
「日本語表現＆コミュニケーション」（実教出版）
「記者ハンドブック」（共同通信社）
「最新版外来語・略語辞典」（集英社）
「新聞研究」（日本新聞協会）
「信濃毎日新聞」「市民タイムス」

新聞の完成、提出で単位認定
授業態度・出席状況・新聞への貢献度や記事の内容によりＡ～
Ｃ評価とする

授業概要
新聞記者やコラムニストの経験をもつ講師の指導のもと、チームで誌面の内容や構成を決め、取材を行い、記事を作成
し、「Word」「Excel」を利用して新聞を完成させます。

内容

学生でチームを組み、それぞれのチームごとに誌面の内容や構成を決めます。
取材を行い記事を作成し、「Word」「Excel」を利用して新聞を完成させます。
チーム内で校正や文章が適切かどうかの見直しを行います。

担当者 伊藤 科目種別
実務経験のある教員等
による授業

到達目標
「情報と社会」での学習をもとに、チームごとに新聞を完成させることを目標とする。

○

※授業は1回2時限です
学科名
コース名 国際関係学科　日本語教師養成コース 授業方法 講義・演習

科目名 表現技能Ⅱ（製作） 学年 時間数 60


